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「国民国家」インドネシア再考
外国語学部アジア学科主催，アジア・太平洋研究センター／
東南アジア学会中部例会共催セミナー
日　時：2019 年 3 月 17 日（日）～ 3月 18 日（月）
場　所：Q棟 5階　 51，52 会議室
テーマ：「国民国家」インドネシア再考
　【1 日目】
　　第 1セッション：「国民国家」をめぐる思索
　　報告者：小林　寧子（南山大学教授）
　　　　　　山口　元樹（東洋文庫研究員）
　　　　　　姫本　由美子（立教大学アジア地域研究所特任研究員）
　　討　論：青山　亨（東京外国語大学教授）
　　特別講演：MartinvanBruinessen（ユトレヒト大学名誉教授）
　【2 日目】
　　第 2セッション：独立後国家建設の混乱
　　報告者：加藤　剛（京都大学名誉教授）
　　　　　　倉沢　愛子（慶応義塾大学名誉教授）
　　　　　　奥島　美夏（天理大学准教授）
　　討　論：岡本　正明（京都大学教授）
　　第 3セッション：インドネシア華人史の再構築
　　報告者：工藤　裕子（東洋文庫研究員）
　　　　　　津田　浩司（東京大学准教授）
　　　　　　松村　智雄（法政大学講師）
　　討　論：貞好　康志（神戸大学教授）
　　総合討論：青山　亨
　　　　　　　岡本　正明
アジア太平洋研究センター報_第14号_c.indb   55 2019/06/18   12:47:19
南山大学アジア・太平洋研究センター報　第 14 号
―　　―56
小林　寧子氏 山口　元樹氏
姫本　由美子氏 青山　亨氏
MartinvanBruinessen 氏 加藤　剛氏
倉沢　愛子氏 奥島　美夏氏
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〈趣旨説明〉
　インドネシア史研究は大きく進んだものの，まだ欠落部分も多く，また既存のパラ
ダイムには再検討が必要なものがいくつもある。本セミナーでは，既存の研究が描い
た時代に別の角度からメスを入れる，特に欠けている地方の事情を考える，あるいは
世界史の中でおさえることによって，インドネシア史への理解を深めることを試み
た。下記のように 3つのセッションに分かれ，計 9本の発表がなされた。発表者は若
手からベテランまで約 40 年のキャリアの差があったが，今後も世代を超えてインド
ネシア研究の発展に尽力する決意を新たにするセミナーともなった。（所属は発表当
岡本　正明氏 工藤　裕子氏
津田　浩司氏 松村　智雄氏
貞好　康志氏
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時のものである）
　以下，それぞれの発表者による要旨報告である。なお，セミナー 1日目には特別講
演も行われたので，その講演要旨もここに掲載する。
（文責：小林　寧子）
第 1 セッション：「国民国家」をめぐる思索
発表 1
イスラームとナショナリズム：『ビンタン・イスラーム』（1923-
1930）を読み解く
小林　寧子
　従来のインドネシア史研究では，民族運動とイスラーム運動は別個に扱われる傾向
にあった。民族主義運動体は植民地末期に離合集散を重ね，日本占領期に活動を停止
され，独立後には政党となるという変遷を経たのに対し，20 世紀初期に誕生したイ
スラーム運動体はほとんどが現在に至るまで発展を続けている。そういう意味では確
かに同列に論じにくい面もある。20 世紀前半のイスラームについてはすでにいくつ
もの古典的な研究があるが，1920 年代のイスラーム運動の指導者が植民地政府に対
する不満をどう表明したのか，民族運動をどう観ていたのか，独立国家は構想された
のかというようなナショナリズムと関わる問題はあまり論じられてこなかった。今回
の報告では，この問題をイスラーム改革派運動ムハマディヤの指導者が編集した定期
刊行物 Bintang Islam（『イスラームの星』1923 ～ 1930）をもとに考察した。同時代
のムハマディヤを扱ったDeliarNoer の Modernist Muslim Movement in Indonesia, 
1900-1942 （1973）やAlfian の Muhammadiyah: The Political Behavior of a Mus-
lim Modernist Organization under Dutch Colonialism（1989）では，断片的にしか使
用されていない。
　Bintang Islam はムハマディヤの機関誌ではなく，一般読者を対象としてムラユ語
（発展途上のインドネシア語）で月 2回発刊された。編集担当は，ジョクジャカル
タ・カウマン出身のファフロディンを中心とするムハマディヤ第 2世代の青年指導者
であり，「宗教知識とイスラームに関する内外のニュースを掲載する」ことを謳った。
記事は事実を伝えるというよりも見解発表的なものが多く，それを通してどのように
アイデンティティが表明されるのか，自らの立ち位置を認識しているのかを読み解く
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ことを試みた。当時国内では，1910 年代に隆盛したイスラーム同盟が分裂して勢力
が衰える一方，ムハマディヤの運動は着実な広がりを見せていた。海外では，オスマ
ン朝の崩壊でカリフ制が論議を呼ぶと同時に，英国を筆頭とする帝国主義列強のイス
ラーム圏への「干渉」が強く意識されるようになった。英領印度のムスリムは存在感
を示し，そこに発祥したイスラーム改革をめざす運動体アフマディヤの布教師がイン
ドネシア（当時は蘭領東インド）に到来し，ムハマディヤと交流した。報告では，次
の 4点を指摘した。
　第 1に，イスラーム指導者の植民地政府に対する不満は，「宗教的中立政策」への
疑念を強めるという形で表明された。アフマディヤがキリスト教に批判的な神学議論
に関する情報を多く提供したことが，ムハマディヤとアフマディヤの密接な交流を促
進した大きな要因と言える。第 2に，いくつものイスラーム団体，民族組織が誕生
し，統一（persatoean）の必要性が繰り返し強調されたが，まとまりのなさを憂うる
論調が目立った。第 3に，ジャワ島外の地域と宗教教育活動でつながって「インドネ
シア」を形成していく一端が見えた。Indonesia という言葉も比較的早く使用される
ようになるが，sehindia/seHindia という言葉で，将来の独立国家の領域の範囲はお
およそ認識されていた。しかし，将来構築すべき国家についてはまだ模索の途上で，
大雑把な国家形態が示されるだけでまだ構想する段階になかった。第 4に，第一次大
戦後に大きく変動するイスラーム世界の中で，カリフ問題や聖地問題に強い関心を向
けて他地域のムスリムの動きを知ることによって，インドネシアのムスリムは自らの
立ち位置と果たすべき役割に考えをめぐらせることになった。しかし，カリフ制をめ
ぐるムスリムの国際会議は不調に終わり，Bintang Islam に見られた国際主義的指向
性は急速に弱まった。
　 1920 年代，ムハマディヤの指導者は「キリスト教化」の脅威を植民地政府の抑圧
ととらえ，ムスリムとしての意識を高めて行動することで植民地主義への反発を表明
した。一方，国内イスラーム運動および民族運動の盛衰を目の当たりにして，植民地
支配に対抗するための勢力結集が困難であるという現実にも直面した。さらに，イス
ラーム世界の激変に目を向ける中で，国際社会における自らの存在感の弱さを認識せ
ざるをえなかった。それはムハマディヤをして，教育社会活動や東インド各地に支部
を創設という国内での活動に力を傾注させることにもなった。
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発表 2
オランダ植民地期ナフダトゥル・ウラマーによる “イスラーム国
家論”
山口　元樹
　近年のインドネシア研究では，19 世紀後半から 20 世紀半ば頃までのイスラーム運
動の意義の見直しが盛んにおこなわれている。そこでは，イスラーム世界の中心であ
るアラブ地域との連動性が大きな検討課題のひとつになっている。だが，それらの研
究で中心的に取り上げられているのはムハマディヤに代表されるイスラーム改革派で
ある。イスラーム伝統派に分類されるナフダトゥル・ウラマー（以下，NU）につい
ての研究は，組織内から革新的な思想があらわれる 1980 年代以降の動きに関心が集
まっている。その一方，オランダ植民地期から独立直後の時期の活動に関しては，そ
の重要性はほとんど認識されていない。
　本報告では，オランダ植民地末期の 1940 年から翌年にかけてNUの機関紙『ブリ
タ・ナフダトゥル・ウラマー』（以下，BNO）に連載された論説「イスラームによる
統治」を分析する。この当時，スカルノが主張した政教分離論に対しイスラーム勢力
の中から様々な意見が出されていた。NUの論説は，スカルノへの反論として “イス
ラーム国家” について論じたものであり，BNOの編集長であったマフフズ・スィッ
ディクが執筆したものと考えられる。この論説は，エジプトの法学者アブドゥルワッ
ハーブ・ハッラーフの著作に基づきながら，原著にはない独自の内容が盛り込まれて
いる点で興味深い。
　本報告によるこの論説の分析から次の点が指摘できる。第一に，伝統派ムスリムの
中で思想的な革新性が認められることである。「イスラームによる統治」が依拠した
ハッラーフの著作は，それまで伝統派が認めてこなかったイスラーム改革派の論理に
基づいて書かれている。さらに注目すべきなのは，この著作は伝統派のNUの方が
いち早く利用し，続いて改革派であるムハマディヤのメンバーが取り上げていること
である。このことから，伝統派ムスリムの間でもアラブ地域の改革主義運動の影響は
漸次的に受容され，国民国家形成という近代的な問題に直面する中で，それを主体的
に用いたと言える。
　第二に，NUがインドネシアのイスラーム勢力内およびイスラーム勢力と世俗的ナ
ショナリストの間の意見の調整役を果たしたことがあげられる。「イスラームによる
統治」には，NU以外のインドネシアのイスラーム勢力から出された意見が反映され
ている。この論説の “イスラーム国家” に関する提案は，インドネシアの他のイス
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ラーム指導者の議論より具体性があり，少なくともイスラーム勢力から見れば現実的
なものであった。最終的にイスラーム勢力全体の要望として世俗的ナショナリストに
提示された内容も，概ねこの論説に沿った内容であった。
発表 3
ナショナルヒストリーと「国民」の創出：日本軍政期（1942-
1945 年）インドネシアで刊行された歴史書を手掛かりに
姫本　由美子
　 1928 年に開催された第 2回インドネシア青年会議は，インドネシアの民族主義運
動における「インドネシア人」のアイデンティティを考えるうえで重要な契機になっ
た。各地から集った将来の独立国家を担うであろう青年男女が「インドネシア」とい
う一つの領土（TanahAir），ナショナル［国民］（Bangsa），および言語（Bahasa）
を自分たちのアイデンティティとすることで合意したからである。しかし，オランダ
の植民地であったインドネシアでは，それらは実体としてすでに存在していたという
よりも，その後の民族主義運動の過程で創出していかなければならないものであっ
た。
　本報告では，日本軍政期インドネシアで刊行された歴史書，特にナショナルヒスト
リーを取り上げ，それらが刊行された背景，内容の特徴，社会に与えた影響について
検討した。「国民」の共同体を想像するうえで，新聞や近代小説だけでなく歴史書が
重要である，と考えたからである。歴史書の中でも，サヌシ・パネ（SanoesiPane）
の Sedjarah Indonesia（『インドネシア史』：4巻，1943-45 年，バライ・プスタカ刊）
に焦点をあてた。
　サヌシ・パネは北スマトラ出身の作家・ジャーナリストであり，スカルノのインド
ネシア国民党にも参加した経歴を有する。植民地末期から日本軍政期には官営出版社
バライ・プスタカで活動し，日本が創設した啓民文化指導所にも勤めた。1920 年代
から「インドネシア」知識人は自らのアイデンティティ探索の一環として歴史に関心
を向けてきたが，Sedjarah Indonesia は，「インドネシア」人による「インドネシア」
語で書かれ刊行された初めてのナショナルヒストリーであった。
　HenkSchulteNordholt 他編の Perspektif baru penulisan sejarah Indonesia（イン
ドネシア史叙述における新視点）（2008,KITLV-Jakarta）では，サヌシ・パネの Sed-
jarah Indonesia を，スカルノの国史観に基づいて，ナショナルなアイデンティティ
の核をすでに内包した植民地以前の黄金時代，植民地支配者による抑圧と搾取の暗黒
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時代，英雄の戦いに続く民族主義運動によって独立が達成されるという来世観を叙述
した中央集権的国史であったと一般的に解釈されているとする。一方，同書をF.W.
Stapel が監修した Geschiedenis van Nederlandsch Indië（オランダ領インド史）（5
巻，1938-1940 年）等の欧州人の先行研究に依拠したものに過ぎない，と解釈する立
場もある。本報告では，後者の立場をある程度是認しつつも，ナショナルヒストリー
としての同書を再検討し，次の点を明らかにした。
　第 1に，なぜ日本軍政初期にナショナルヒストリーを扱った，しかも主にスターペ
ル監修書に依拠したサヌシ・パネの Sedjarah Indonesia が出版できたのか，その理由
である。日本軍のプロパガンダ政策は，米英的世界観を廃して日本を中心とした「大
東亜共栄圏」の意義を提唱するものであったにもかかわらず，である。その一つは，
その日本の政策が浸透する前の軍政初期に，バライ・プスタカは民族主義運動に理解
のあった宣伝班員市来竜夫の保護下にあり，同書の 3巻までの刊行が可能となったた
めと考えられる。二つめに，日本軍政は英米的世界観を廃す政策をとったが，実際の
軍政運営では西洋の「知」を最後まで排除できなかったこと，があげられる。
　第 2は，サヌシ・パネ自身のナショナルヒストリー執筆の目的である。彼の他の著
述からは，彼が神智学の影響を受けて「西洋」と「東洋」の融合の重要性を主張し，
「インドネシア」のアイデンティティは歴史的に形成されたと考えていたことがわか
る。スターペル監修書では，先史時代や古代史の第 1・2巻も含めて “Nederlandsch
Indie” や “IndischenArchipel” と「インドネシア」が表現されている。それに対し
てサヌシ・パネの Sedjarah Indonesia では，先史と古代史の時代の「インドネシア」
が “nusantara” と表現され，徐々にオランダの支配下に置かれて「インドネシア」
へとなっていった過程が示された。また，土着の人々（bangsabumiputra）のアニ
ミズムの上にヒンドゥー，イスラーム，そして西洋文化の影響を受けてナショナル
（bangsa）なアイデンティティ形成に至った歴史過程が示された。「インドネシア」
そしてその文化を所与のものと捉えるのではなく，歴史とともに育まれてきたことを
跡付けた。
　第 3に，サヌシ・パネが「属地主義」に基づいてインドネシア「住民」を定義した
ことである。「インドネシア」という「領土」の「住民」に「インドネシア」共同体
の想像を促し，「国民」を創出しようとした。オランダ植民地政府が，住民を「原住
民」「華僑」「その他の東洋外来人」「欧州人と印欧人」と人種別に区分したのとは対
照的な発想であった。
　サヌシ・パネは，日本軍政が西洋の「知」を否定できなかったために，それまでほ
ぼ欧州人によって独占されてきた近代歴史学の成果に依拠でき，さらに彼独自の主張
を加えて Sedjarah Indonesia を執筆した。同書はインドネシア独立後も 7版まで改
訂・重版され，学校教科書としても用いられた。インドネシアの歴史をほとんど知る
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機会のなかった多くのインドネシア人によって読まれ，彼らのアイデンティティが外
からの多様な文化の影響を受けて歴史的に形成されたものであったことの理解促進に
一定の役割を果たした。
特別講演
Islam, nationalism, and transnationalism:
Controversies around Islam Nusantara and NKRI Bersyariah
Dr.MartinvanBruinessen
　マルティン・ファン・ブライネッセン氏は，初来日での講演をもとに執筆した論
文 ”GlobalandLocal inIndonesianIslam”（Southeast Asian Studies,37⑵ ,1999 :
158-175）後の 20 年に及ぶポスト・スハルト期の展開も含めて，約一世紀のインドネ
シアにおけるイスラーム運動の展開を概観した。特に，現代の主要なイスラーム団体
の指向性とその国家や政府機関との関係性を検討し，ナショナルなイスラーム運動と
トランスナショナルなイスラーム運動というふたつの枠組みに大別した。また，一世
紀に亘るインドネシア・イスラーム運動を概観する中で，いくつもの潮流を示し，今
後もそうした変化が続いていく可能性を示唆した。
　植民地期に結成されたムハマディヤMuhammadiyah とナフダトゥル・ウラマー
NahdlatulUlama は現代に至るまで発展を続けている。このふたつの団体は，グロー
バルなイスラームの論理とローカルな色彩を融合し，各支部もそれぞれのローカル性
を有していた。毎年開催する全国大会や各地への支部設置は，インドネシア・ナショ
ナリズムとも結びつき，インドネシアの国家統合に一役を担った。このふたつの団体
以前にインドネシア・ムスリム社会で重要な地位を占めていたのはタレカット（イス
ラーム神秘主義教団）で，20 世紀の第 1四半世紀までは聖地（メッカ／メディナ）
がその中心であった。しかし，イブン・サウードによって聖地から追われることとな
り，ローカルなネットワークで活動するようになった。さらに，近代的イスラーム団
体の出現はタレカットの影響力を低下させた。タレカットは 20 世紀半ばには，体制
指導者や権力機構と結びついて存続をはかるようになり，現在は大きなふたつの全国
組織がある。ひとつはゴルカルに結びつき，もう一方はナフダトゥル・ウラマーの傘
下にある。なお，これに属さないアバ・アナムをカリスマ的指導者とするタレカット
もインドネシアの領域内にネットワークを持ち，多様な階層を巻き込んでいる。
　このようなナショナルな組織に対して，トランスナショナルなイスラーム運動はス
ハルト期には半地下組織として活動が見えにくかったものの，民主化で姿を現した。
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特に留学や各地のキャンパス活動を通して拡大してきた福祉正義党（PartaiKeadilan
Sejahtera）やインドネシア解放党（HizubutTahrirIndonesia）の存在感は大きい。
ムスリム同胞団やサラフィー主義など海外からの思想的影響を強く受けると同時に，
地域や国家的伝統からは自身を遠ざけることを指向する。また，その根底にある包括
的なシャリーア（イスラーム法）の適用やイスラーム国家の樹立といったイスラーム
主義は，宗教的多様性を認める「単一国家インドネシア共和国NegaraKesatuan
RepublikIndonesia」やナショナルなイスラームの規範とは理論的に相反するもので
ある。
　一方，既存の団体は，トランスナショナルな運動との差別化を図る中で，ナショナ
ルな運動という枠組をより強調するようになった。建国五原則パンチャシラ（多宗教
多民族社会を認める）とそれに基づく国民国家インドネシアの形態を支持し，「穏
健」，「異教徒への寛容」，「地域的慣習や文化への理解」ということを強調するナショ
ナルなイスラームの規範が形成された。これが IslamNusantara であり，この用語自
体はナフダトゥル・ウラマーから考案された。一方，ムハマディヤは Islam
Berkemajuan（進歩的イスラーム）という標語を掲げてその運動の性格を表明して
いる。
　新興の団体については，福祉正義党はムハマディヤ内の世代間ギャップを示してい
る側面もあり，またインドネシア解放党の活動家はナフダトゥル・ウラマーのアラビ
ア語文献（キターブ・クニン）に親しむキヤイたちとも交流がある。ただし，このふ
たつにもインドネシア文化や政治的慣行へ適合しようとする兆候がある。また，サラ
フィー（原初のイスラームを理想とする思想）であることを強調して「シャリーアを
有する単一インドネシア共和国NKRIBersyariah」を掲げるイスラーム擁護戦線
（FrontPembelaIslam）は，暴力を伴う実力行使に出ることもあるが，国際的な紐帯
を持たないナショナルなイスラーム団体である。最終的な判断を下すのはまだ性急で
はあるが，トランスナショナルなイスラーム運動も，ある種の「過激さ」を捨て，国
家と共存する道を選ぶ可能性もある。
（文責：土佐林　慶太，小林　寧子）
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第 2 セッション：独立後国家建設の混乱
発表 1
スカルノが描いた〈建
プンバングナン
設〉の夢：1950 年代後半～1960 年代半
ば
加藤　剛
　 1966 年 3 月，「9月 30 日事件」後の事態収拾に関わる全権をスカルノから委譲さ
れたスハルトは，67 年に大統領代行，68 年には 20 年以上に亘り大統領であったスカ
ルノを継ぎ，インドネシア共和国第二代大統領に就任した。それから僅か 7年後の
1975 年（データ収集分析と執筆は 74 年であろう），政治学者西原正は 2人のインド
ネシア大統領の統治スタイルを比較考察する論文を発表した。
　論文の冒頭で西原は次のように述べる。「インドネシアが独立後に生んだ二人の大
統領は，性格および政策において対照的であるとするのが常識である。…革命イデオ
ロギーを説く前大統領に対して現大統領はイデオロギーを否定し「開発」を唱え，前
者が容共主義であるならば，後者は反共主義である」。論文の他所では次のようにも
いう。「スカルノとスハルトは対照的な政策を遂行している。しかし両指導者ともそ
の政策をシンボルによって表し，しかも，…それを［国民統合のために］スローガン
化（合言葉化）している。スカルノの「革命」（revolusi）とスハルトの「開発」
（pembangunan）がそれである」。
　二人の大統領の統治期を表すキーワードをそれぞれひとつ選ぶとしたら，西原に倣
いスカルノ期については革命，スハルト期については開発とすることに大方の異論は
ないだろう。この認識を共有しつつも本発表では次のように論じた。スカルノにとっ
ても実は pembangunan は重要な概念であった。しかしその意味は「開発」ではなく
「建設」だった。目的としたのはGDPの増大ではなく，「革命」戦争を経て植民地支
配から独立したのちも真の解放を目指し，新植民地主義と闘う新興勢力の盟主に相応
しい国家の建設，その世界史的役割が広く認められるに足るインドネシア共和国，就
中その役割を物理的にも象徴的にも体現した首都の建設だった。それが，スカルノが
「革命」と「建設」に託した夢だった。発表は以下の順序で行った。
1．pembangunan の語
エティモロジー
源学：動詞の原形／名詞の bangun からの派生語。bangun は
起きる・目覚める・立つ，形などの意味。戦前の「原住民」の出版物には
Pembangoen（覚醒者）やKebangoenan（覚醒）の用例がみられる。
2．pembangoenan の 登 場： 新 し い 語 で， 日 本 軍 政 期 の 興 亜 祭（Perajaan
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PembangoenanAsiaTimoerRaya）や建国（PembangoenanNegeri）などのス
ローガンを通して知られるようになった。
3．1955 年に戦後の世界秩序の在り方について論議した有色人種による初の国際会議，
アジア・アフリカ会議をバンドンで成功裏に開催したことは，インドネシア国民
の誇りを高めてスカルノが抱く新興国の盟主意識を強くしたと思われる。
4．パランカラヤの建設：1957 年の中カリマンタン州誕生時に州都のパランカラヤが
森の中に建設されることになり，その「立柱式」に出席した建築家スカルノは，
新都のデザインを構想，これをジャカルタ，旧バタビアに代わる新首都にするこ
とを考えていたという。
5．首都の定位：第 4回アジア競技大会のジャカルタ開催決定（1958 年）で新首都建
設の可能性後退。ジャカルタ市の州への格上げ（60 年），61 年の大統領令で「首
都・大ジャカルタ特別州」へ。近代的競技施設で 62 年アジア競技大会を成功裏に
開催，TV中継された。
6．1960 年発表「8カ年総合国家建設計画 1961-69」：ジャワ歴 8年サイクルを基とし，
8巻，17 冊，1945 段落，5,100 頁からなる「計画書」。作成責任者は思想家ムハ
マッド・ヤミン。目的のひとつは「国家イデオロギーのパンチャシラに基づく公
正で豊かな社会の建設」。
7．スカルノが描いた〈建設〉の夢：「指導される民主主義」期（1959-65）に，旧植
民地首都のバタビアを，独立国であり新興国の盟主に相応しいジャカルタへと物
理的象徴的に改造。例えばオランダ語道路名の排除とモナスに代表される革命を
表現する記念碑の建設。
8．夢の頓挫：60 年代にアフリカ諸国が多数独立。さらに冷戦の進行により開発援助
競争が本格化。首都改造の向うに，「旧植民地宗主国 vs. 旧植民地被支配国」の対
峙に基づく新世界秩序の建設を志向したスカルノの夢は，開発主義の世界的拡大
により頓挫した。
発表 2
“楽園” に潜む対立の歴史：バリ島ジェンブラナにおける 1965 年
の虐殺
倉沢　愛子
　地上の楽園と言われ，平和と安寧と癒しのシンボルのようなイメージを持ったバリ
島で，1965 年の 9・30 事件後，その年の 12 月から翌年にかけて数か月間，共産主義
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系の住民に対する未曾有の大虐殺が起こり，民家の軒先だけでなく，神秘的な寺院の
境内や美しい海岸も血に染まった。人口 160 万人のこの島でその 5パーセントに当た
る約 8万人が殺され，その数は，もっと長い年月をかけて実行されたポル・ポトによ
るカンボジアの虐殺に等しいものであったといわれる。惨劇は西部バリのインド洋岸
に位置するジェンブラナ県（県庁所在地はネガラ）で始まり，ここで最も「凄惨を極
めた」のちバリ全域にも拡大していった。
　今回の研究発表は，このジェンブラナ県における虐殺に焦点を充て，その背景と事
実関係の分析を，インドネシアの他の地域，特にジャワとの比較を念頭に置きながら
行なった。ジェンブラナでの虐殺に関しては，GeoffreyRobinson の The Darkside of 
Paradice: Political Violence in Bali,（Ithaca:CornellUniversityPress,1995）やバリ
人文化人類学者 INgurahSuryawan の Ladang Hitam di Pulau Dewa: Pembantaian 
Massal di Bali 1965,（Yogyakarta:GalangPress,2007）の先行研究で触れられてい
るが，発表者はその段階では入手不可能であった関係者の手記や，インドネシア国立
文書館（ANRI）の公文書に依拠するとともに 2010 年から 2018 年にかけて 8回実施
した現地調査での聞き取り（加害者被害者双方あわせて 67 人）に基づいて再考した。
　バリの虐殺は，ジャワとの類似点も見られるものの，多くの点で異なる形相を呈し
ている。其の相違を浮かび上がらせるために，事件を単なる政治的対立ではなく，人
種的・宗教的多様性，さらに 1960 年代初めの農地改革に起因する経済的紛争などの
要因を加えて捉えなおした。政治的対立の基本はインドネシア国民党とインドネシア
共産党の勢力争いであったが，そこに，東インドネシア国というオランダの傀儡国家
の首都であったために生じた独立戦争期の対立も尾をひいている。また 1960 年代初
めに全国的に実施された農地改革をめぐってインドネシア共産党とインドネシア国民
党の攻防は激しく，前者が其れを推進し後者が其れに対する抵抗の砦となるパターン
であった。しかし，バリの慣習法では土地の最終的所有権が必ずしも個人になく，バ
ンジャル（村落の下に位置する慣習を同じくする集落）にあって個々の農家は使用権
を有しているだけということも多かったため，単なる無産農民による行動という問題
を超えていた。
　文化的に重要なファクターとしては，ヒンドゥー教徒の島でありながらジェンブラ
ナは昔から非常に多くのムスリム人口（1970 年代末で人口の 19 ％）を擁していたと
いうことである。それまで数世紀にわたり平和的に住み分けをしていたのであるが，
9・30 事件後の虐殺事件においては，ジャワと同じようにイスラーム団体ナフダトゥ
ル・ウラマー系の青年団体アンソールが軍隊によって動員され，殺害の実行者となっ
た。この点では東ジャワのパターンとの類似も見られる。
　ジェンブラナはバリの中枢から外れ，一つの村の中にさえ，バリ島内各地から移住
してきた様々に異なる文化や慣習を持つ移民が独自のバンジャルを形成していること
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もしばしばあるが，その文化的多様性や複雑さのゆえにこそ 9・30 事件前後の政治的
対立は激しかった。バンジャルごとに独自の掟や慣習をもつ非常にコンパクトな社会
であるため，ここでは「共産主義者はバンジャルの調和を汚した」というのが殺害の
一つの口実となった。それゆえしばしば殺害の在り方を，ヒンドゥーのミスティシズ
ムと結び付けて文化的に解釈されることもあった。
　しかし詳細に事件の進展を見ていくと，その背後には国軍による扇動が見え隠れす
る。基本的には国軍が「殺さないと自分が殺される」という不安をあおり，反共派の
住民を恐怖状態に追いやっていったプロセスがよみとれ，これはジャワ島などでも見
いだされた共通のファクターである。
発表 3
マフィリンド構想の挫折とボルネオ分断：旧ブルンガン王国の経
験から
奥島　美夏
　第 9代フィリピン大統領マカパガル（在任 1961-65 年）が提唱した「マフィリンド
構想」は，フィリピン，マレーシアおよびインドネシアを 1つのマレー世界と捉え，
ゆるやかに連携・統合しようという提案である。現在マレーシアのサバ州となってい
るボルネオ（カリマンタン）島北部は，18 世紀後半までにティドン族をはじめとす
るサバ先住民族を支配下におさめたフィリピン南部のスールー王国が，19 世紀末に
イギリス植民地政府に割譲した（ただしスールーは租借と主張）。そのため，新生国
家フィリピンとマレーシア（当時はマラヤ連邦）は領有権を争っていた。同構想はそ
の後，マラヤ連邦と対立したインドネシアも含め 3国協議にかけられたが，マラヤ連
邦の強引なサバ・サラワク 2州の合併とマレーシア連邦成立宣言により断念され，イ
ンドネシアとマレーシアは「コンフロンテーション」（対決政策，1963-66 年）に突入
した。
　この当時，サバと国境を接するインドネシア領東カリマンタン州（現・北カリマン
タン州）で，石油利権をインドネシア政府から取り戻したい現地小王国ブルンガンの
分離独立未遂およびインドネシア国軍による王族虐殺事件が起きたことは，Burhan
Magenda が East Kalimantan: The Decline of a Commercial Aristocracy（Cornell
Univ.Press,1991）で述べた通りである。本報告では，2002 年より筆者が断続的に
行ったインタビューや現地文書調査をもとに，マラヤ連邦とインドネシアのかけひき
が展開されていたこと，王族の一部が実際にマラヤ連邦の支援で武器購入などを進
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め，発覚後はサバへ亡命してマレーシア側の軍事活動に協力していたことを紹介し
た。
　ブルンガンという王国名は 18 世紀後半から突如史料に登場し，起源は曖昧だが，
スールー王国の支配やその他の海賊などをはねのけてサバ国境地域の一部まで勢力を
広げたミステリアスな存在である。筆者の民族学的調査の限りでは，ブルンガンの民
は言語・文化的にはマレー化したティドン族だが，スールーに支配されたティドン首
長の系譜に代えて，「ブルンガン」という新たなアイデンティティを戦略的に主張し
たものと考えられる。
　そのブルンガン王族は 20 世紀初頭に傍系のティドン貴族を排除してタラカン島の
油田を掌握し，オランダからのコンセッションにより急速に繁栄した。だが，1950
年に東カリマンタンがインドネシア共和政府に合流し，1958 年に最後のブルンガン
王（スルタン）が亡くなると，石油利権が国家に委譲されて王族は貧窮し，新政府に
反感を募らせた。そこへマラヤ連邦から訪れた英国官吏が「インドネシアを離脱して
マレーシア連邦に合流するなら支援する」と，王族の武器購入を支援した。だがイン
ドネシア国軍に発覚，首謀者たちは陸水路に分散してサバへ亡命し，事情を知らず残
された王太子や宮廷官吏たち（一説には 189 人）が国軍によって虐殺されたのであ
る。国軍には東カリマンタンの現地住民も兵士として加わっていたが，この事件では
おそらく意図的に別地域に配備されていた。そのため彼らは後日，国軍に焼かれた王
宮跡をみて驚愕したという。
　逃げのびたブルンガン王族やその支持者たちは，サバ側でコンフロンテーション中
の軍事活動に協力し，一部は 1970 年代まで政治家の資金援助を受けながらマレー半
島で軍事キャンペーンなどにも従事した。インタビューでは，彼らは分離独立やマ
レーシアへの合流を真剣に望んだというより，石油利権と過去の栄光を取り戻した
かったという。またサバでは今日も，各要所で秘密警察に依頼された現地住民が亡命
者たちの動静を監視しており，定期的に報告している。
　以上のように，ボルネオの領有権をめぐる争いは当事者や争点をずらしつつ，
1996-2002 年のシパダン・リギタン 2島の国際裁判や，2014 年の「スールー王国軍」
テロ事件などの形で繰り返され，多様なマレー世界の同胞たちをまとめうる思想展開
も途絶えたまま，今なお現地に深い爪痕を残しているのである。
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第 3 セッション：インドネシア華人史の再構築
発表 1
客家系商人とアジア域内貿易
工藤　裕子
　客家は華人の言語集団のひとつであるが，オランダ領東インドでは，19 世紀後半
から広東や福建地域からの移住者が急増し，各地にコミュニティーを形成した。先行
研究では，福建系華人に比べて移住の歴史が浅く，中国的な文化を維持する傾向が
あった客家系華人について，20 世紀初頭の華人運動を誘引した新来者として，また
現地社会への融合とは逆のベクトルに向かう中国志向者として位置づけてきた。本報
告の目的は，これら新興勢力としての華人を，経済史の側面から捉えることである。
バタヴィアの客家系商人を事例に，植民地内だけでなく，アジア域内貿易からみえる
活動の特色と現地社会への影響について論じた。
　本報告ではまず，1）客家人口とバタヴィアでの客家コミュニティーについて概観
し，次いで，2）アジア域内での貿易活動として，特に日本製雑貨類をジャワにもた
らした輸入卸売商としての実態を論じ，3）企業活動の特徴を示す出資や提携の形式，
バタヴィア内外へのネットワークの拡大について分析した。最後に，4）1930 年代か
ら日本軍政期，インドネシア独立後の動向についても簡単に言及した。
　バタヴィアでは 20 世紀初頭，いくつかの客家の一族がオランダ植民地政府の官職
者に就任し，華人社会内で新たに組織された中華会館や中華商会の設立や運営でも，
現地生まれの華人有力者とともに中心的な役割を担った。これらの一族は，いずれも
貿易業で財を成した広東省梅県出身の商人層であり，神戸華僑社会の有力者との間で
もネットワークを形成していた。同時期は，オランダ領東インドの経済が，アジア地
域の市場や生産と関係を深めた時期でもある。このような環境下における客家系商人
の具体的な活動を探るために，華人の団体記念誌や回想録，現地華人の発行によるマ
レー語商業紙，中国の客家や僑村に関する資料，オランダ語の企業資料，日本の調査
報告，子孫への聞き取りなどを複合的に突き合わせ，個々人の履歴，提携関係を明ら
かにした。また，取扱商品の広告や商標を使い，現地社会に浸透した商品流通の解明
を試みた。
　総じていえば，19 世紀後半に商人層としてバタヴィアに定着した客家系華人は，
オランダ領東インド各地と神戸や香港，中国をつなぐ独自の人的ネットワークと両替
や送金業による金融ネットワークを形成し，雑貨品の輸入と流通で独占的な地位を確
立した。特に日本との関係においては，20 世紀初頭に一族の子弟を日本に派遣する
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ことで，日本資本に先行してマッチや綿製品などの日本製軽工業品の流通網を構築
し，ヨーロッパ製品に比べて安価なアジアの雑貨品を現地社会にもたらす役割を担っ
たのである。このようなバタヴィアの客家の事例を通じて，華人社会の地域性や他の
言語集団との相違についても議論を深める契機としたい。
発表 2
『共栄報』と日本軍政下の華僑社会
津田　浩司
　『共栄報（Kung Yung Pao）』は，日本軍政下のジャワにおいて華僑向けに発行さ
れ続けた唯一の日刊紙である。当時のジャワの華僑社会の言語状況を反映し，華語
（中国語）版とマレー語版とが別々に出されていた。報告者は，従来その存在は知ら
れていたものの本格的に研究されてこなかったこの『共栄報』について，すでに東南
アジア学会 2018 年度第 1回関東例会において，インドネシア国立図書館所蔵の原資
料，および関係者の回想録を含む各種資料に基づきつつ，その概要を解題的に説明し
た。
　今回の報告ではまず，『共栄報』華語版・マレー語版の発刊の経緯，および軍の情
報統制下での編集体制（主要な人員の構成）について，おさらいした。その上で，新
たな発見として以下の点を指摘した。①朝日新聞東京本社所蔵のジャワ新聞会関連資
料を精査した結果，1944 年初頭時点の『共栄報』（およびインドネシア語各紙）の社
員数，および発行部数が明確になった。②華僑（司徒巴生，潘学静）の手による回想
録，および档案資料などを渉猟した結果，『共栄報』華語版の発刊初期の頃の統括
者・主編者が誰であったかが，（断定はできないものの）可能性として浮かび上がっ
てきた。
　日本軍政下のジャワにおいては，華僑系のメディアが『共栄報』に一元化されたの
みならず，それまで出身地や階層，教育言語，宗教信仰，さらには政治志向の面で多
様性を極めていた華僑系の団体・組織も，「華僑総会」のもとで一元化された。しか
しながら，各州・県・主要都市レベルにまで組織されたその「華僑総会」に，一体ど
のような人物が携わっていたのか，これまで断片的にしか明らかにされてこなかっ
た。本報告では，「インドネシア華僑史におけるミッシングリンク」とも称される日
本軍政期（本報告においては，依拠する資料の性質上ジャワに限定）の華僑社会の動
向や政治過程を明らかにする手掛かりとして，『共栄報』華語版の紙面から抽出した
華僑系団体・組織や主要人物（1,700 名強）等に関する作業データもあわせて提示し
た。
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　なお，今回紹介する『共栄報』（華語版・マレー語版）は，2019 年 3 月末に漢珍数
位図書股份有限公司（台湾）より復刻（全 32 冊 +別冊解題・総目次）されている。
発表 3
インドネシアの華人理解の特色：インドネシア出身の中国・華人
研究者への聞き取りに基づく考察
松村　智雄
　インドネシア内外において，現在のインドネシアを中心として居住する中国系住民
（華人）は，ジャワのプラナカン華人を中心モデルとして理解されてきた。彼らがイ
ンドネシアの歴史において重要な役割を果たしてきたことは確かである。オランダ植
民地期の新聞等メディアを通したマレー語の普及，マレー語文学の発展への貢献，独
立後インドネシアにおいて華人をインドネシア社会の中にどのように位置づけるかを
めぐる同化・統合論争に関わってきたのも彼らであった。インドネシアにおいては，
その国民国家形成の過程で華人がどのような役割を果たしてきたのかという点に注目
が集まっていたといえよう。
　しかし，このような描き方が果たしてインドネシアを中心として生活してきた華人
の実像を捉えているかという疑問を発することも重要である。インドネシアの国民国
家形成に積極的に関わってこなかった人々はそのあいだ，それぞれの地域の文脈でど
のように生活してきたのか。それが問われない，あえて問わない政治的理由がインド
ネシアに存在したのではないだろうか。
　この問題に関連して，発表者は西カリマンタン華人の事例から，インドネシアの国
民国家形成の過程で，むしろ「居心地の悪い思い」をしてきた華人について考える試
みを行った。そこには，華人があまりにもインドネシアナショナリズムとの関連での
み描かれてきたことを認識した上で，一度その視角からインドネシア華人を解放し
て，より開かれた世界に生きる人々と捉えなおし，その実際の生活に迫るという問題
意識があった。
　本発表では最初，プラナカン華人言説の典型として，ジャワの華人で，ポストスハ
ルト期に華人の政治参加とインドネシアへの貢献を強調して活動し，インドネシア華
裔総会（PerhimpunanIndonesiaTionghoa, INTI）ジャカルタ支部長を務めていた
ベニー・スティオノ（BennyGatotSetiono）氏のライフヒストリーを紹介し，その
特色を分析した。そこにはジャワのプラナカンのインドネシア政治の中での不安定な
華人のポジションが揺らぐことへの危惧と中国の影響が及ぶことへの過敏性が読み取
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れた。
　次にこれを踏まえたうえで，インドネシア華人について発言をし，学術論文を発表
してきたインドネシア出身の中国・華人研究者への聞き取りをもとに，彼らが各々の
研究活動の中でこの問題についてどのように考えてきたのかを検討した。
　研究者のこの研究対象への姿勢は多様であったが，以下のような趣旨の主張がうか
がえた。まず，華人の国家への貢献ばかりを取り上げることへの批判や，インドネシ
アではスハルト体制期に国内の華人社会について研究調査することがタブーとされて
いたため，中国研究と華人研究が切り離されてきたことへの反省が聞かれた。さら
に，オランダの植民地支配への反動から，いたずらにインドネシアの統一を強調する
視点が有力となったが，これこそが，この国が抱える国民統合問題の本質を見る目を
曇らせているという意見も表明された。
アジア太平洋研究センター報_第14号_c.indb   73 2019/06/18   12:47:23
